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者が持てなければ、予

防・解決に向けた職場

での取組みは困難で

あるし、また、パワハラに該当するのではない

かと気にするあまり、職場内でのコミュニケー

ションや業務上の指導を委縮させることにもな

りかねない。

　そこで本書はパワハラについての具体的なイ

メージを持ってもらおうと、具体的に裁判で問題

になった111件もの事例を紹介している。本書は、

読者が容易に各事例の内容を把握できるように、

まず各事例について事件の概要および判決をコ

ンパクトにまとめた上で、労働行政における著者

の豊富な実務経験に基づいた解説を加え、職場で

の予防・解決に向けた取組みの上で参考となる点

を挙げている。パワハラについての具体的イメー

ジを持ち、予防・解決策を検討する上で非常に有

用な内容となっていることから、産業保健の現場

に携わる方々にもお薦めしたい一冊である。

（安西法律事務所　荻谷聡史）

　本書は、いわゆるパワハラ（パワーハラスメン

ト）に関連した 111件の裁判例を紹介するととも

に、それらの裁判例の整理と分析を行ったもの

である。 

　パワハラは職場の活力を阻害するだけでなく、

労働者の心身、さらには人命にも影響しかねな

い問題であり、平成24年３月に厚生労働省から

「職場のパワーハラスメントの予防・解決に向け

た提言」が出されるなど、職場で取り組むべき重

要な課題として定着してきた感がある。

　他方で、そもそも職場でのいかなる言動がパ

ワハラに該当するかについては、上記提言の中

で「職場のパワーハラスメントとは、同じ職場で

働く者に対して、職務上の地位や人間関係など

の職場内の優位性を背景に、業務の適正な範囲

を超えて、精神的・身体的苦痛を与える又は職

場環境を悪化させる行為をいう。」とはされてい

るものの、いまだ具体的にどのような言動が該

当するかについて判断に戸惑うところである。

パワハラについての具体的イメージを職場関係
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パワーハラスメントのポータルサイトが開設
　厚生労働省は平成24年10月１日、職場のパワーハラスメントの予防・解決に向けたポータルサイト「みんなでなくそう！
職場のパワーハラスメント あかるい職場応援団」を開設しました。
　ポータルサイトではパワハラの概念や、職場での取組みの必要性についての解説をはじめ、パワハラ対策に取り組んでい

る企業の紹介、裁判例の解説、研修会や相談機関などの案内も掲載されていますので、
ぜひアクセスしてみてください。

「みんなでなくそう！職場のパワーハラスメント あかるい職場応援団」
　　　http://www.no-pawahara.mhlw.go.jp/index.html


